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保
健
と
健
康

保
健
と
健
康

日時／場所 内　　容 対象 金額 費用減免

日程については、加古川総合
保健センターにお問い合わせ
ください。バスを運行する日
もありますので、バスを利用
される人は、あわせてご確認
ください。

▶実施場所・申込み
加古川総合保健センター
☎079（429）2923

肺がん
※どちらか
一方しか受
けられませ
ん

レントゲン 20歳以上 500円
①65歳以上
②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

胸部CT 50歳以上 5,000円

胃がん
※どちらか
一方しか受
けられませ
ん

レントゲン
（バリウム） 40歳以上 1,400円

①65歳以上
②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

胃内視鏡
（胃カメラ）
※2年に１度
の検診です

50歳以上 4,000円

大腸がん
（便潜血検査） 20歳以上 500円

①65歳以上
②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

乳がん
※マンモグ
ラ フ ィ は、
２年に１度
の検診です

マ ン モ グ ラ
フィ 40歳以上 1,000円 ②生活保護世帯、

住民税非課税世帯
エコー

（超音波） 30～39歳 1,000円

子宮頸部がん
（子宮の細胞をこすりと
る細胞診）　
※２年に１度の検診です

20歳以上 1,000円
①65歳以上
②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

前立腺がん
（血液検査） 50歳以上 1,500円

肝炎ウイルス（B型・C型）
（血液検査）
※生涯に一度

40歳以上 1,000円 ②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

胃がんリスク
（血液検査）
※生涯に一度

18歳以上 無料

骨粗しょう症検診 40歳以上 500円 ②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

特定健診
播磨町国民健康保険に加
入している40歳以上の人
※4月１日から健診日まで
加入資格がある人に限る

無料

後期高齢者健診 後期高齢者医療保険加入者で、生
活習慣病の治療をしていない人 無料

基本健診 30～39歳 1,000円 ②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

通年（平成30年２月末まで）
時間は各協力医療機関による
▶場所　加古川市、稲美町の
協力医療機関
▶申込み　
加古川総合保健センター
☎079（429）2923

子宮頸部がん個別検診
20歳以上
※平成28年度に受診した
人は受診できません

1,500円
①65歳以上
②生活保護世帯、
住民税非課税世帯

通年（平成30年２月末まで）
時間は各協力医療機関による
▶実施場所・申込み
播磨町、稲美町、加古川市、
高砂市内の協力医療機関。協
力医療機関に電話で予約のう
え、受診してください

歯周病検診
今年度40歳、50歳、60
歳、70歳の町民
※対象者には個別に通知
しています

無料

●検診費用の減免について　費用減免の「①65歳以上」については、手続き不要です。「②生活保護世帯、住民
税非課税世帯」の人は、加古川総合保健センターに申し込み後、受診の１週間前までに印鑑（朱肉を使うもの）
をお持ちのうえ、すこやか環境グループにお越しください。
●特定健診の受診票がお手元にない場合
４月１日現在、国民健康保険に加入している人には、受診票を送付しています。４月２日以降に国民健康保険に
加入した人で、平成29年度に特定健診を受けていない人が、特定健診を希望する場合、または受診票を紛失した
人は、保険証をお持ちのうえ、すこやか環境グループまでお越しください。
▶申込み　加古川総合保健センター☎079（429）2923（平日８：30～17：00）
▶問合せ　すこやか環境グループ☎079（435）2611

保健行事保健行事 ▶問合せ　すこやか環境グループ☎０７９（４３５）２６１１きいきい 保健行事

すこやか環境グループでは問い合わせに対応しますが、検診の申し込みは受け付けできません。
検診の申し込みは、加古川総合保健センターにお願いします。

│ 

家
庭
で
で
き
る
こ
と 

│

播
磨
町
家
庭
教
育
推
進
委
員
会

家
庭
教
育
コ
ラ
ム
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〈「
学
ぶ
力
」「
学
ぶ
姿
勢
」
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
〉

【
家
庭
学
習
は
、
と
て
も
重
要
】

【
中
学
３
年
生 

④
】

●
家
庭
学
習
で
す
る
こ
と
は
…

　【
国
語
】

○
わ
か
ら
な
い
語
句
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
辞
書
で
調
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う

○
普
段
か
ら
、
そ
の
場
の
状
況
に
応

じ
た
言
葉
遣
い
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

　【
英
語
】

○
長
文
や
対
話
文
な
ど
を
た
く
さ
ん

読
み
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
練

習
問
題
を
し
て
い
く
と
、
パ
タ
ー

ン
が
見
え
て
き
ま
す

○
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

て
、
英
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
ふ
や

し
ま
し
ょ
う

　
〜
習
う
よ
り
、

慣
れ
ろ
〜

●
生
活
リ
ズ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
！

□
食
事
は
３
食
、
規
則
正
し
く
と
れ

て
い
ま
す
か

□
睡
眠
は
、
十
分
で
す
か

□
各
学
年
に
応
じ
た
学
習
時
間
が
と

れ
て
い
ま
す
か

きゃんぱすだよりきゃんぱすだより
南っ子音読会へようこそ♪
　９月30日に、
音読発表会があり
ました。播磨南小
学校では、毎朝、
朝の学習で音読の
練習に取り組んで
います。その積み
上げの発表の場と
して、学期末に全校生で音読発表会を行ってきまし
た。この度の音読発表会は、授業参観の前に行い、保
護者の方々にも日頃の取り組みの成果をみていただき
ました。
　いつもより大勢の人に見守られ、子どもたちも緊張
していた様子でしたが、音読が終わった後の表情は、
どの子も達成感に満ち溢れていました。
　プログラムは、１年生から順に組まれており、各学
年の成長をより感じられたことでしょう。南っ子が創
る音読の世界に魅了された、素敵なひとときとなりま
した。
　プログラム
　　　１．「たまねぎちちんぷい」　　　　１年生
　　　２．「空にぐうんと手をのばせ」　　２年生
　　　３．「紙ひこうき」　　　　　　　　３年生
　　　４．「だいじょうぶはおまじない」　４年生
　　　５．「サッカーによせて」　　　　　５年生
　　　６．「小鳥の贈り物」　　　　　　　６年生

播磨南小学校 思春期ふれあい体験を終えて
　２年生は、９月25日、
26日の２日間にかけて、
思春期ふれあい体験を実
施しました。
　さまざまな月齢の赤ち
ゃんやお母さんとふれあ
い、妊娠中や出産時のエ

ピソードをお話ししていただいたり、赤ちゃんの一日
の生活を教えていただきました。男子は体に重りをつ
けて、妊婦体験もしました。妊婦体験をした男子は、
その体の重さと、しゃがんで物が取れない、靴下がは
けないということに驚いたようすでした。「将来奥さん
が妊娠したらたくさん手助けしたい」との感想もあり
ました。全員が実際に赤ちゃんを抱っこさせてもらう
体験では、初めはおそるおそる手をのばしていた生徒
も「かわいい」「やわらかい」「いいにおいがする」と
おだやかにふれあい、また普段はやんちゃな男子も、

とても優しい顔で赤ちゃんを抱
っこしていた姿が印象的でした。
　命の重みを実際に体験し、こ
の２週間後の道徳の時間には、
生徒自身が自分の生まれた時の
話や、自分の名前に込められた

思いを保護者から聴いてきてまとめをしました。
　生徒一人ひとりが、「命を精一杯輝かせるように生き
ていこう」と思える体験であったと思います。お世話
になった方々、ありがとうございました。

播磨南中学校２年生

ゆとりある学校生活のため
ご協力をお願いします
●ノー部活デー
　平日週 1日、休日月２回以上
●教職員定時退勤日
　週１回以上
※実施日は各学校で設定します。
▶問合せ　学校教育グループ
☎０７９（４３５）０５４５

平成29年度播磨町家庭教育講演会
「今、子どもを取り巻く大人のありよう」～子育ては共育ち～
　詳しい内容などに関しては、各学校園、コミセンなどで配布するチラシをご覧く
ださい。
▶日時　平成30年1月20日（土）13：30～　　
▶場所　健康いきいきセンター
▶講師　米谷美和子（プロフィール　大阪府茨木市立幼稚園長を18年間務めら
れ、その間、近畿放送研究会事務局・ひかりのくに絵本編集委員を歴任。退職後
は、新任教員の育成に携わり、現在は、全国各地で子育てについての講演活動を精
力的に行っている。プロ野球で活躍された星野仙一氏の実姉）
▶問合せ　学校教育グループ☎079（435）0545
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８
月
下
旬
に
文
部
科
学
省
か
ら
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
は
、

小
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
、
算
数
と

も
全
国
平
均
と
同
程
度
で
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
、
数
学
Ａ
（
知
識
）
数
学

Ｂ
（
活
用
）
お
よ
び
国
語
Ａ
（
知
識
）

の
正
答
率
は
全
国
平
均
を
や
や
上
回
り

ま
し
た
。

　
播
磨
町
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、

結
果
の
公
表
を
受
け
て
、
播
磨
町
の
児

童
・
生
徒
の
結
果
を
分
析
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
こ
の
調
査
に

よ
っ
て
測
定
で
き
る
学
力
は
、
特
定
の

一
部
分
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
）

調
査
問
題
の
趣
旨
・
内
容

国
語
Ａ（
知
識
）お
よ
び
算
数
Ａ（
知
識
）

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
が

身
に
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る

問
題

国
語
Ｂ（
活
用
）お
よ
び
算
数
Ｂ（
活
用
）

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
問
題

 

【
小
学
校
・
国
語
】

　

国
語
Ａ
（
知
識
）
国
語
Ｂ
（
活
用
）

と
も
に
全
国
平
均
を
や
や
下
回
り
ま
し

た
。

○
漢
字
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日

頃
の
学
習
の
成
果
が
み
ら
れ
、
お
お
む

ね
満
足
で
き
る
状
態
で
し
た
。

○
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
理
解
し
て
、
自

分
の
表
現
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
態
で
し
た
。

△
漢
字
を
正
し
く
書
く
こ
と
に
つ
い
て

は
、
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

△
物
語
を
読
み
、
叙
述
を
も
と
に
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
て
書
く
こ
と
は
、
お

お
む
ね
満
足
で
き
る
状
態
で
あ
る
者
と

解
答
し
な
か
っ
た
者
と
の
二
極
化
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

△
叙
述
を
も
と
に
読
む
こ
と
や
、
想
像

豊
か
に
読
み
深
め
る
力
に
課
題
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

【
小
学
校
・
算
数
】

　

算
数
Ａ
（
知
識
）
算
数
Ｂ
（
活
用
）

と
も
に
全
国
平
均
を
や
や
下
回
り
ま
し

た
。　

○
基
本
的
な
計
算
は
、
お
お
む
ね
満
足

で
き
る
状
態
で
し
た
。

△
身
近
な
も
の
に
置
き
換
え
た
割
合
の

問
題
で
は
、
比
較
量
を
判
断
す
る
理
由

を
言
葉
や
式
を
使
っ
て
述
べ
る
こ
と
に

課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

△
日
常
生
活
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、

必
要
な
情
報
を
選
択
し
た
り
、
デ
ー
タ

を
適
切
に
処
理
し
た
り
す
る
こ
と
に
課

題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
中
学
校
・
国
語
】

　

国
語
Ａ
（
知
識
）
国
語
Ｂ
（
活
用
）

と
も
に
全
国
平
均
を
や
や
上
回
り
ま
し

た
。

○
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
読
む

こ
と
は
、
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
態

で
し
た
。

○
行
書
の
特
徴
を
理
解
し
た
り
、
古
文

の
基
礎
的
な
問
題
を
解
い
た
り
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
満
足
で
き
る
状
態
で

し
た
。

○
事
実
や
事
柄
が
相
手
に
分
か
り
や
す

く
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
話
す
こ
と

は
、
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
態
で
し

た
。

△
語
句
の
意
味
を
理
解
し
て
、
適
切
に

使
う
こ
と
に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

△
読
み
手
に
よ
り
伝
わ
る
よ
う
に
自
分

の
文
章
を
推
敲
す
る
、
書
き
直
す
こ
と

に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
中
学
校
・
数
学
】

　
数
学
Ａ
（
知
識
）
に
つ
い
て
は
全
国

平
均
を
や
や
上
回
り
、数
学
Ｂ
（
活
用
）

は
、
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

○
文
字
式
や
方
程
式
な
ど
の
計
算
に
関

す
る
内
容
は
十
分
満
足
で
き
る
状
態
で

し
た
。

○
平
行
四
辺
形
の
作
図
方
法
や
資
料
か

ら
必
要
な
情
報
を
正
確
に
読
み
取
り
、

代
表
値
を
求
め
る
問
題
は
、
満
足
で
き

る
状
態
で
し
た
。

△
与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報

を
選
択
し
、
数
学
的
に
表
現
す
る
こ
と

に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
習
慣

○
90
％
以
上
の
児
童
・
生
徒
が
「
朝
食

を
毎
日
食
べ
る
」「
毎
日
、
同
じ
く
ら

い
の
時
刻
に
寝
る
・
起
き
る
」
と
回
答

し
て
お
り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身

に
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
学
力
を
の
ば
す
た
め
に

　
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
き
ち
ん
と

身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
学
ぶ
意
欲
や
学

力
向
上
に
大
き
く
つ
な
が
り
ま
す
。

・
勉
強
は
計
画
的
に

　
宿
題
、
予
習
、
復
習
は
計
画
的
に
コ

ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
努
力
が
必
要
で
す
。

自
分
に
あ
っ
た
勉
強
方
法
で
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
規
則
正
し
い
生
活
で

　
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
た
り
す
る
時
間
を
決
め
る
な
ど
、

家
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
家
庭
で
も

よ
く
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
い
。

・
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
！

　
学
校
で
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や
地
域

社
会
で
も
ほ
め
た
り
励
ま
し
た
り
、
肯

定
的
な
見
方
で
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感

情
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
と
め

　
学
校
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
分

析
し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。
今
後
も
、
す
べ
て
の

教
職
員
が
児
童
・
生
徒
の
ひ
と
り
ひ
と

り
へ
の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
授
業
や
き
め
細
や
か

な
配
慮
、
そ
し
て
基
礎
基
本
の
定
着
と

そ
の
活
用
・
実
践
で
き
る
学
校
生
活
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
播
磨

町
教
育
委
員
会
が
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
て
お
り
ま
す
「
子
ど
も
た
ち
の
か
が

や
く
未
来
の
た
め
に
ー
家
庭
で
で
き
る

こ
と
ー
」
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
規
範
意
識
を
身

に
つ
け
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割

や
自
覚
を
持
た
せ
自
尊
感
情
を
育
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
そ
し
て
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
播
磨
町
の
子
ど
も
た
ち
を
さ

ら
に
輝
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

平
成
29
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
の
分
析
と
考
察

　
今
年
４
月
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
3
年
生
を
対
象
に
、
国
語
と
算
数・

数
学
の
２
教
科
で
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
４
５

小
学
校
国
語
Ａ
（
知
識
）
問
題

小学校算数Ａ（知識）問題

0 80.0 100.0（％）

学習面
まずは基礎基本をしっかりと身につけよう！

生活面
豊かなこころを育もう！

全国
94.5％
42.0％
79.7％
66.6％
全国
94.3％
62.3％
52.1％
62.2％

　問　題（小学校）

　問　題（中学校）

「期限」を読む
「対象」を書く
10.3+4 の計算
6+0.5×2の計算

「鮮やか」を読む
「延期」を書く
文字式の計算
方程式を解く

播磨町
94.5％
36.7％
74.2％
60.0％
播磨町
95.7％
61.0％
56.7％
73.8％

【ものごとを最後までやり遂げてうれしか
ったことがある】という問いに中学生の
95.4%が、小学生の93.8%があると回答。

0 80.0 100.0（％）

中学校

小学校

95.4％

93.8％

【人の役に立つ人間になりたいと思う】と
いう問いには、中学生の 91.5%、小学生
の 92.4%が思うと回答。

中学校

小学校

91.5％

92.4％

（％は平均正答率）

3031
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